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1. 将来像
-社会イメージ
- 2030年度のEV・PHV・FCVの使用用途イメージ
-次世代自動車普及における政府目標

2. EV・PHV・FCV普及目標の検討
- 検討の方法
-普及目標（案）



モビリティの電動化

長期的な脱炭素社会の実現を見据え、モビリティの電動化を中心として、街づくりや
生活サービス、エネルギーなどの領域全体で、環境に配慮した社会構築が図られる

将来像：社会イメージ（モビリティの電動化との関係性）
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モビリティ

• ドライバーレスによる移動
時間の有効活用、及び交
通事故の減少などを実現

• モビリティの連携による
移動の利便性・効率化を
実現

自動運転

MaaS

街づくり

•電動化されたモビリティの
バッテリーを災害時に利
用可能

• ICTなどの新技術を活用し
つつ、マネジメントが行われ、
全体最適化が可能な都市

防災

スマートシティ

生活サービス

•電動化されたモビリティに
蓄えられた電力を家で
有効活用可能

• マイカーを持たない人でも
いつでもどこでも車を気軽に
利用可能

VtoH

カーシェア

エネルギー

•電動化されたモビリティと
電力網が連携することに
より、系統安定化に寄与

• Well-to-Wheel排出量低減
につながる再エネ導入が
拡大し、地産地消のエネル
ギー利用が進展

VtoG

再エネ活用



使用用途イメージ 代表的なモデル

EV
• これまでの乗用車用途に加え、都市部での近距離コミューター
（ちょっとした移動ニーズを満たす短距離輸送）や、シェアカー
などのモビリティサービスでの利用を中心に普及が拡大

PHV
•既存のガソリン車（ICEV*1）からの乗り換えにより、

中長距離の移動距離が必要となる乗用車にて普及が拡大し、
HVとともに乗用車の中心となる

FCV •乗用車の車種展開が広がるとともに、高イニシャルコストを吸
収するため、長距離輸送のバス／トラックでも普及が拡大
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2030年度にはモビリティ毎に移動距離や燃料対応・車両サイズ等に応じた使用用途
の棲み分けが進むと想定

将来像：2030年度のEV・PHV・FCVの使用用途イメージ（1/2）

＜乗用車：リーフ＞ ＜乗用車（超小型EV）＞*2

＜乗用車：プリウスPHV＞

＜乗用車：MIRAI＞ ＜トラック＞*2

＜乗用車：アウトランダーPHEV＞

*2 未発売

 2030年度 EV・PHV・FCV車両の使用用途イメージ

*1 ICEV：internal combustion engine vehicle内燃機関自動車
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2030年度にはモビリティ毎に移動距離や燃料対応・車両サイズ等に応じた使用用途
の棲み分けが進むと想定

将来像：2030年度のEV・PHV・FCVの使用用途イメージ（2/2）

【乗用車（超小型）】

EVEV

【バス・貨物（小型）】

EVEV

ICEVICEV

【バス・貨物（大型）】

FCVFCV

ICEVICEV

【乗用車】

EVEV

HVHV

PHVPHV

FCVFCV

【バス・貨物（中型）】

ICEVICEV

ICEVICEV
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2030年度までに乗用車の新車販売に占める次世代自動車の割合を5～7割とすること
を目標に掲げる

（参考）次世代自動車普及における政府目標

自動車新時代戦略会議・
地球温暖化対策計画等

水素燃料電池戦略ロードマップ

2030年度 2050年度 2020年度 2025年度 2030年度

目標

次世代自動車：
新車乗用車販売の

5～7割

1台・1kmあたりGHG
排出量：

8割程度削減
（2010年比）

FCV：4万台
FCバス：100台
水素ST：160か所

FCV：20万台
水素ST：320か所

FCV：80万台
FCバス：1,200台
水素ST：320か所

対象
車種

HV 30~40%

乗用車：電動車率
100%

- - -

EV
20~30%

- - -

PHV - - -

FCV ~3% 4万台 20万台 80万台

CDV 5~10% - - - -
6
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1. 将来像
-社会イメージ
- 2030年度のEV・PHV・FCVの使用用途イメージ
-次世代自動車普及における政府目標

2. EV・PHV・FCV普及目標の検討
- 検討の方法
-普及目標（案）



2030年度までの成り行き値を推計し、目標のCO2排出量（13年度比28.9%削減）との
ギャップを把握しつつ政府目標などを参考にEV・PHV・FCVの普及目標を検討

普及目標検討方針（案）
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概要

• 販売台数：2012-2018年度実績ベースでの試算

シナリオ

成り行き値

+
• 温室効果ガス排出量2013年度比▲28.9%削減を達成可能な
普及状況

普及目標（案）

愛知県CO2削減目標達成

目標のCO2排出量とのギャップを確認
→次世代自動車普及における政府目標等を踏まえて、

EV・PHV・FCV比率を増加

【検討方針（案）】

① 温暖化戦略の運輸部門温室効果ガス排出削減目標である2030年度に2013年度比で
28.9%削減達成に必要なＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの普及目標を検討

② これまでの実績値から2030年度までの成り行き値を推計、目標のCO2排出量とのギャッ
プを把握した上で、国の次世代自動車普及目標等を参考に目標を検討
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普及目標の検討順序

これまでの実績値から2030年度までの成り行き値を推計、目標のCO2排出量との
ギャップを把握した上で、国の次世代自動車普及目標を参考に目標を検討

Task 検討内容 決定項目

1 推計モデルの
定義

• 販売台数・保有台数からCO2排出量を推計するためのモデ
ルを定義

• 『2030年度保有台数』『走行距離/台』『エネルギー効率』『エネ
ルギー当たり排出係数』の4つを主要パラメータとして設定し、
それぞれの数値設定のポイントを明確化

• 推計モデル
• 主要パラメータ

2
保有・販売台数

予測
（成り行き値）

• これまでのPT*別、車種別の年度別販売実績を踏まえて、
2020-2030年度までの販売台数予測値を推計（成り行き値）

• 販売台数と残存率を活用し、2030年度までの年度別保有台
数を推計

• PT別・車種別販売台数予測（2020～2030年度）
• PT別・車種別保有台数予測（年度別）
• 残存率

3
CO2排出量
予測

（成り行き値）

• タスク2で推計した保有・販売台数に走行距離、エネルギー
効率を設定し、CO2排出量を予測

• エネルギー効率については、2030年度までの燃費規制に
よる改善を織り込む

• 走行距離/台予測
• エネルギー効率（MJ/km） 予測（年度別）
• PT別・車種別CO2排出量成り行き値（年度別）

4
国目標を
踏まえた

目指す姿の反映
（目標検討）

• CO2成り行き値と目標とするCO2排出量のギャップを把握
• 国の次世代自動車普及目標を参考に、あるべきPT比率への
修正を実施し、目標を検討する

CO2排出量目標達成可能な
• PT別・車種別保有台数
• PT別・車種別販売台数

* power train：動力源
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Task 1 推計モデルと数値設定のポイント
『保有台数*¹』『走行距離/台』『エネルギー効率』『エネルギー当たり排出係数』の4つを
主要パラメータとして設定し、それぞれの数値設定のポイントを明確化

凡例 実績値 入力変数

推計モデル（PT別,車種別で算出*²）

*²：ICEVガソリンその他（乗用車、バス、貨物）、 ICEVディーゼル（乗用車、バス、貨物）、HV（乗用車、バス、貨物）、EV（乗用車、バス、
貨物）、PHV（乗用車）、FCV（乗用車、バス、貨物）

2030年度
保有台数
（台）

2030年度
走行距離/台
（km/台）

エネルギー
当たり排出係数
（kg-CO2/MJ）

2030年度
CO2排出量
（Kg-CO2/年）

× ＝
エネルギー
効率

（MJ/km）
× ×

平均値

新車
販売台数

走行距離
CO2
排出係数× ×新車

販売台数
走行距離

CO2
排出係数× ×新車

販売台数
走行距離

CO2
排出係数× ×新車

販売台数
走行距離

CO2
排出係数× ×新車

販売台数
走行距離

CO2
排出係数× ×新車

販売台数
走行距離

CO2
排出係数× ×

2020年度
新車販売台数
（台）

×

2020

2030

～2019年度末
保有台数
（台）

×
エネルギー
効率

（MJ/ｋｍ）
残存率
（%）

~2019
2019年度時点の保有台数
のエネルギー効率

2020~2030年度毎の新車
販売台数のエネルギー効率

エネルギー
効率

（MJ/km）

×

a b c

f g h

i

d

j

e

*¹：本推計における車両台数は、被けん引車、大型特殊車、二輪車は集計対象外



『保有台数』『走行距離/台』『エネルギー効率』『エネルギー当たり排出係数』の4つを主
要パラメータとして設定し、それぞれの数値設定のポイントを明確化

Task 2・3 推計モデルのパラメータ設定
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# パラメータ 考え方 13年度 19年度 30年度

販売台数 • 12～18年度の販売台数傾向（PT・車種別）をベースに成り行き値を予測 40.6
万台

39.6
万台

38.1
万台

保有台数
（台）

• 1903末時点の保有台数実績と19-30年度販売台数予測を加算し、試算
• N年度保有台数
＝（201903末保有台数×N年度残存率）＋（N年度販売台数×N年度残存率）＋（N-1年度販売台
数×N-1年度残存率）＋（N-2年度販売台数×N-2年度残存率）＋ ・・・・・

480
万台

498
万台

502
万台

走行距離/台
（百km/台・年）

•乗用車、バス、貨物別に燃料消費量調査 愛知県実績を踏まえて試算
− 乗用車：13～19年度の平均値を算出し20～30年度の走行距離に適用
− バス、貨物：13～19年度の走行距離実績*¹をベースに予測
※乗用車は傾向が見えないため平均値を使用
（国土交通省「自動車燃料消費量調査」愛知県実績から試算）

乗用車：80
バス：411
貨物：148

乗用車：83
バス：361
貨物：146

乗用車：81
バス：277
貨物：139

エネルギー
効率

（MJ/km）

新車燃費

• 19年度の新車燃費をベースに乗用車・バス・貨物の30年度までの燃費基準を反映
− 乗用車：経産省/国交省が提示している新燃費基準（CAFE方式で30年度

25.4km/l）をベースに燃費改善を織り込み
− バス、貨物：経産省/国交省が提示している燃費基準（25年度バス6.52km/L貨
物：7.63km/L）をベースに燃費改善を織り込み

-
乗用車：18.3
バス：11.3
貨物：14.7

乗用車：22.8
バス：13.1
貨物：16.9

保有燃費

• 19年度の燃費実績（保有燃費）を使用
（国土交通省「自動車燃料消費量調査」愛知県実績から抽出）

-
乗用車：10.4
バス：6.8
貨物：11.8

-

エネルギー
当たり排出係数
（kg-CO2/MJ）

• CO2排出係数は以下数値を使用*¹
-ガソリン ：2.32tCO2/kl
-ディーゼル ：2.58tCO2/kl

ガソリン：2.32tCO2/kl
ディーゼル：2.58tCO2/kl

*¹：環境省温室効果ガス排出量
排出係数一覧から試算

a

b

c

d

i

【ICEVガソリンベース】

11

（単位：百km/台・年）

（単位：km/ｌ）

（単位：km/ｌ）
【ICEVガソリンベース】
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Task 2 販売・保有台数予測：販売台数（成り行き値）
販売台数については、2018年度407千台から漸減し、2030年度381千台となる成り行
き値を試算

考え方、計算方法等 結果

• 2012～2018年度の販売台
数実績をベースに
FORECAST関数（回帰直
線）を使用して成り行き値を
予測

•数値がマイナスとなってしま
うPT・車種については、2012
～2018年度の平均値を成り
行き値として使用
（EV・貨物のみ使用）

304 293 294 
261 256 266 269 250 243 236 229 222 215 208 201 194 187 180 173 

15 18 21 

28 28 
30 33 

37 40 43 46 49 52 55 58 61 64 67 70 

89 93 98 

89 99 
105 99 

104 106 108 110 112 114 116 118 120 122 124 126 

3 

8 

2 

4 

0.2 

1.0 

410 406 416 

380 386 
406 407 

396 395 394 392 391 390 388 387 386 384 383 381 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

（45%）

（18%）

（33%）

（2.1%）
（1.0%）
（0.3%）

実績 成り行き値

（24%）

（66%）

（8%）

単位：千台



13

Task 2 販売・保有台数予測：保有台数（成り行き値）
保有台数は2018年度496万台から2025年度515万台まで上昇を続けるが、その後
減少し、2030年度には502万台になると予測

• 201903末時点の保有台数
実績、2019-2030年度販売
台数予測、残存率を使用し、
保有台数を予測

•計算式
N年度保有台数
＝（201903末保有台数×N年度
残存率）
＋（N年度販売台数×N年度
残存率）＋（N-1年度販売台数
×N-1年度残存率）＋（N-2
年度販売台数×N-2年度
残存率）＋ ・・・・・

423 418 412 405 400 393 387 378 371 365 359 351 343 334 325 316 305 294 281

23 24 25 26 28 29 31 33 36 38 41 44 47 50 53 57 60 64 67

28 37 45 53 61 69 76 84 91 99 105 112 118 124 129 134 138 142 144

6
3
1

475 480 483 486 490 494 496 498 501 506 509 513 514 515 515 514 512 508 502 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

考え方、計算方法等 結果（PT別）
実績 成り行き値 単位：万台

（15%）

（78%）

（6%）
（29%）

（56%）

（13%）

（0.6%）
（1.2%）

（0.1%）
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Task 3 CO2排出量予測：CO2排出量（成り行き値）
本資料の推計を実施すると2013年度は965万t-CO2となるため、2030年度は2013
年度比▲28.9%となる686万t-CO2を目標とする（成り行き値で▲24.4%の改善）

• 201903末保有台数のCO2排
出量、及び2019-2030年度の
CO2排出量をそれぞれ積上
げ、年度毎の合計CO2排出
量を算出

• CO2排出係数は以下数値を
使用*¹

-ガソリン ：2.32tCO2/kl
-ディーゼル：2.58tCO2/kl

*¹：環境省温室効果ガス
排出量排出係数一覧
から試算

965

736 690 661 630 599 566 535 503 471 439 407 373

225
228 231 233 236 239 242 244 247

248
249

249

93
94 99 101 104 107 108 109 109 109

108
105

1,333 

1,055 
1,013 991 966 940 913 886 858 829 798 766 730 

686 

948 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

考え方、計算方法等 結果

~

単位：万t-CO2
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合計 比率

ｶﾞｿﾘﾝ 95.9 25.1%
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 45.5 11.9%
HV 125.6 32.9%
EV 34.4 9.0%
PHV 71.1 18.6%
FCV 9.0 2.4%
合計 381.5100.0%

CO2排出量

730万t-CO2
（′13比：▲24.4%）

2030年度販売台数概要

•販売台数：2012-2018年度
実績ベースでの試算

シナリオ

成り行き値

•愛知県運輸部門目標値の
▲28.9%削減をオーバー
達成可能な数値目標を
反映

目標台数（案）

愛知県CO2削減
目標オーバー達成

682万t-CO2
（′13比：▲29.3%）

30.0%

単位：

千台

2030年度保有台数

+

合計 比率

ｶﾞｿﾘﾝ 173.4 45.4%
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 69.7 18.3%
HV 125.6 32.9%
EV 3.9 1.0%
PHV 7.9 2.1%
FCV 1.0 0.3%
合計 381.5100.0%

3.4%

合計 比率

ｶﾞｿﾘﾝ 2,809.6 55.9%
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 671.0 13.4%
HV 1,442.5 28.7%
EV 31.9 0.6%
PHV 61.0 1.2%
FCV 7.3 0.1%
合計 5,023.3100.0%

合計 比率

ｶﾞｿﾘﾝ 2,349.8 46.8%
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 565.6 11.3%
HV 1,442.5 28.7%
EV 201.6 4.0%
PHV 412.1 8.2%
FCV 51.8 1.0%
合計 5,023.4100.0%

13.2%

1.9%

単位：

千台

成り行き値をベースとして、愛知県CO2削減目標を達成すべく、普及目標を検討
（次世代自動車普及における政府目標も踏まえて設定）

Task 4 普及目標検討

次世代自動車普及における政府目標等を踏まえて、

EV・PHV・FCV比率を30%と想定
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Task 4 CO2排出量予測：CO2排出量（目標）
2030年度のＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶ比率30%を反映した場合、
CO2排出量は2013年度比▲29.3%の改善となり、目標（▲28.9%）を達成

•成り行き値から、次世代自動車
販売目標比率（30%）を反映

• 201903末保有台数のCO2
排出量、及び2019-2030年度の
CO2排出量をそれぞれ積上げ、
年度毎の合計CO2排出量を算出

• CO2排出係数は以下数値を使用*¹
-ガソリン ：2.32tCO2/kl
-ディーゼル：2.58tCO2/kl

*¹：環境省温室効果ガス
排出量排出係数一覧
から試算

965

736 689 658 626 591 555 519 482 446 408 370 331

225
228 230

233
235

237
239

239
239

238
236

232

93
94 99 101 104

107
108

109
109

109
108

105

1,333 

1,055 
1,013 989 962 933 903 872 

838 
803 

765 
726 682 686 

948 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

考え方、計算方法等 結果

~

単位：万t-CO2
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Task 4 販売・保有台数予測：販売台数（目標）

考え方、計算方法等 策定数値

•成り行き値から、次世代自動車
販売目標比率（30%）を反映

304 293 294 
261 256 266 269 250 234 219 204 189 175 161 148 134 121 108 96

15 18 21 

28 28 
30 33 

37
39

41
43

44
46

47
46

46
46

46
46

89 93 98 

89 99 
105 99 

104
106

108
110

112
114

116
118

120
122

124
126

3 

71

2 

34

0.2 

9.0 

410 406 416 

380 386 
406 407 

396 395 394 392 391 390 388 387 386 384 383 381 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

実績 目標値

（25%）

（12%）

（33%）

（18.6%）

（9.0%）

（2.4%）

（24%）

（66%）

（8%）

単位：千台

EV・PHV・FCV
合計2（1.3%）

EV・PHV・FCV
合計66（30.0%）

販売台数におけるEV・PHV・FCV比率は2018年度1.3%から2030年度には30.0%と
する
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Task 4 販売・保有台数予測：保有台数（目標）
販売台数を反映すると、保有台数におけるEV・PHV・FCV比率は2018年度0.5%から
2030年度には13.2%になる

•成り行き値から、次世代自動
車販売目標比率（30%）を反映

• 201903末時点の保有台数実
績、2019-2030年度販売台数
予測、残存率を使用し、保有台
数を予測

•計算式
N年度保有台数
＝（201903末保有台数×N年度
残存率）
＋（N年度販売台数×N年度
残存率）＋（N-1年度販売台数
×N-1年度残存率）＋（N-2
年度販売台数×N-2年度
残存率）＋ ・・・・・

423 418 412 405 400 393 387 378 370 363 354 343 331 318 304 289 272 255 235

23 24 25 26 28 29 31 33 35 38 40 43 45 48 50
52

54
55

57

28 37 45 53 61 69 76 84 91 99 105 112 118 124 129 134 138
142

144

41

20
5475 480 483 486 490 494 496 498 501 506 509 513 514 515 515 514 512 508 502 

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

考え方、計算方法等 策定数値（PT別）
実績 単位：万台

（15%）

（78%）

（6%）

（29%）

（47%）

（11%）

（4.0%）

（8.2%）

（1.0%）

EV・PHV・FCV
合計2（0.5%）

EV・PHV・FCV
合計66（13.2%）

目標値



Task 4 普及目標（案）
成り行き値をベースとして、愛知県CO2削減目標を達成すべく、普及目標を検討
（次世代自動車普及における政府目標も踏まえて設定）

269.4 

173.4 

95.9 

32.7 

69.7 

45.5 

99.2 

125.6 

125.6 

7.9 

71.1 

3.9 
34.4 

1.0 9.0 

407 
381 381 

実績 列1 成り行き値 目標

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

2030年度2018年度

販売台数

3,866 

2,810 
2,350

313 

671 

566

762 

1,442 

1,442

14 
61 

412

32 202
7 52 

4,965 5,023 5,023 

実績 列1 成り行き値 目標

ガソリン ディーゼル HV PHV EV FCV

2018年度

保有台数 単位：千台単位：千台

2030年度

19

PHV 3.1（0.8%）
EV   2.3（0.6%）
FCV 0.2（0.0%）

（2.1%）
（1.0%）
（0.3%）

（18.6%）

（9.0%）

（2.4%）
PHV 14（0.3%）
EV   9（0.2%）
FCV 1（0.0%）

61（1.2%）
31（0.6%）
7（0.1%）

（8.2%）

（4.0%）
（1.0%）

30.0%
13.2%


